
　
12
月
12
日
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況

や
今
後
の
予
定
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
若
者
定
住
、
子
育
て
支
援
を

目
的
と
す
る
賃
貸
住
宅
の
建
設

は
、
当
初
の
集
合
住
宅
の
計
画

を
変
更
し
、
騒
音
や
生
活
パ
タ

ー
ン
な
ど
の
子
育
て
に
配
慮
し

た
戸
建
て
住
宅
と
し
、
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
に
15
戸

（
一
期
計
画
で
は
12
戸
）
を
建

設
す
る
計
画
で
す
。
子
育
て
へ

の
安
全
性
か
ら
、
給
湯
・
暖
房

は
オ
ー
ル
電
化
を
採
用
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
当
初
計
画
し
た
24
戸
を
建
設

す
る
に
は
、
新
た
に
、
残
り
９

戸
分
の
用
地
の
確
保
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、
建
設
費
が
高

す
ぎ
な
い
か
、
核
家
族
化
の
助

長
に
つ
な
が
ら
な
い
か
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
白
鷹
町
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
本
体
の
建
設
工

事
が
19
年
８
月
か
ら
着
工
さ
れ
、

基
礎
部
分
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
工
事
出
来
高
8.4
％
で

今
年
度
45
％
の
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
工
期
は
、
平
成
20
年
12
月
10

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
工
事

費
６
億
３
０
０
０
万
円
、
工
事

請
負
者
、
那
須
・
丸
ト
特
定
建

設
共
同
企
業
体
）

　
平
成
21
年
秋
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
、
今
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
運
営
、

管
理
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
な
お
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
分
譲
の
状
況
は
、
１
０
７
区

画
中
38
区
画
の
36
％
、
そ
の
内

一
般
分
譲
は
、
69
区
画
中
９
区

画
が
分
譲
済
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
12
月
14
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
案
）

は
、
県
内
で
は
白
鷹
町
を
除
く
全
市
町
村

で
制
定
済
み
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
条
例
案
第
４
条
、
町
民
の
責
務
で

の
表
現
は
、
検
討
を
要
す
る
べ
き
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
畠
町
に
建
設
さ
れ
る
置
広
余
熱
利
用

施
設
の
概
要
と
、
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
資
産
状
況
）
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
振
興
実
施
計
画
は
、
第
４
次
総
合
計

画
の
集
大
成
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
急
激
な
被

保
険
者
の
減
少
や
、
減
ら
な
い
医
療
費
の

実
態
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
の
税
率
の
引
き
上
げ
で
は
、
未
納
者

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
山
形
地
方
法
務
局
長
井
支
局
の
統
合
と

長
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
し
尿
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
９
月
議
会
以
降
の
動
向

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
法
務
局
長
井
支
局
の
統
合
に
つ
い

て
は
、
町
民
負
担
が
増
す
の
で
再
度
長
井

支
局
の
存
続
を
強
く
法
務
局
に
申
し
入
れ

る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
し
い
郷
づ
く
り
基
金
条
例
（
仮
称
）

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
課
題
が
あ
る

た
め
さ
ら
に
精
査
し
た
い
と
の
事
で
あ
り

ま
し
た
。

　
町
保
育
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
中
間
報
告
）

に
つ
い
て
現
在
ま
で
検
討
を
行
っ
て
き
た

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
に
本
委
員
会
を
開
催
し
、
請

願
審
査
２
件
と
所
管
事
務
調
査
及
び
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
全
頭
検
査

に
対
す
る
全
額
補
助
継
続
の
請
願
は
、
消

費
者
の
信
頼
を
失
わ
ず
農
業
の
基
幹
産
業

で
あ
る
畜
産
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
請
願
も
教
育
は
未
来
へ
の
先
行
投
資

で
あ
り
、
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
産
業
振
興
課
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
米
政
策
に
つ
い
て
、
町
内
農
家
の
大
部

分
が
、
米
価
下
落
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。
行
政
と
し
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

立
上
げ
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
内
の
景
況
に
つ
い
て
、
製
造
業
は
業

種
に
よ
り
企
業
間
格
差
は
あ
る
が
、
自
動

車
部
品
関
連
や
電
子
部
品
関
連
な
ど
は
堅

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
建
設
業
界
は
民
間
受
注
が
低
調
で
、
公

共
事
業
も
減
少
の
た
め
厳
し
い
状
態
が
続

い
て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
財
）
白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
の

11
月
末
ま
で
の
経
営
状
況
は
、
前
年
比
１

２
３
５
万
円
ほ
ど
の
売
上
げ
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
燃
料
代
の
上
昇
に
よ
り

経
費
が
増
え
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
前
年
度
決
算
で
の
債
務

が
１
億
１
７
０
０
万
円
に
な
っ
た
理
由
の

検
証
が
必
要
で
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
資

料
の
提
出
が
必
要
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
鮎
貝
に
誘
致
し
た
エ
ナ
ー
テ
ッ
ク
株
式

会
社
の
現
地
調
査
で
は
、
製
造
す
る
電
気

蓄
熱
床
下
暖
房
用
設
備
な
ど
の
内
容
や
作

業
工
程
の
説
明
を
受
け
、
業
務
開
始
を
１

月
７
日
か
ら
行
う
と
の
こ
と
で
、
今
後
に

期
待
し
ま
し
た
。
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